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こ
れ
か
ら
10
月
頃
ま
で
は
、

大
雨
、
台
風
な
ど
で
災
害
が
発

生
す
る
危
険
性
の
高
い
時
期
と

な
り
ま
す
。
家
族
で
非
常
持
ち

出
し
品
の
準
備
、
点
検
を
行
い
、

風
水
害
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

　

と
く
に
最
近
は
、
短
時
間
で

の
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
自
宅
の
点
検

を
し
っ
か
り
行
う
と
と
も
に
、

自
宅
付
近
の
地
形
を
確
認
す
る

な
ど
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

立
地
条
件
に
よ
る
災
害
の
傾

向
と
し
て
、
次
の
点
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

①
川
に
沿
っ
た
低
地
は

風
と
洪
水
に
注
意

②
高
い
と
こ
ろ
は

地
す
べ
り
と
風
に
注
意

③
が
け
に
近
い
と
こ
ろ
は

が
け
崩
れ
に
注
意

④
谷
川
に
沿
っ
た
地
域
は

土
石
流
に
注
意

　

ま
た
、
熊
野
町
消
防
団
が
６

月
１
日

（日）
に
、
こ
れ
か
ら
の
大

雨
に
備
え
て
、
水
防
技
術
習
得

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
約
50
人
が
出
席
し
、

安
芸
消
防
署
熊
野
出
張
所
員
の

指
導
に
よ
り
、
積
み
土
の
う
工

法
、
シ
ー
ト
張
り
工
法
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

（
生
活
環
境
課
）

種類 こんな現象 こんなところが危険 こんなときが前ぶれ

土石流

土石と水が一緒となって

流れ落ちる現象。昔か

ら「山津波」や「鉄砲水」

と呼ばれ、すさまじい勢

いで家や田畑を押し流し

てしまいます。

・谷川に大きな石がごろ

ごろあるところ。

・急な谷川があるところ。

・過去に流出した土石流

が、谷の出口付近に堆

積してできた扇状地の

ところ。

・山鳴りがしたり木立の裂

ける音、ドーンという音、

ゴロゴロという音がする。

・雨が降り続いているにも

かかわらず川の水が急に

減り始める。（上流で崩壊

が起こり、流れが止めら

れている可能性がある）

がけ崩れ

斜面が崩れ落ちる現象。

地震や大雨により発生し

ますが、地すべりと違う

のは、前ぶれがなく、突

然起きること、スピード

が速いことです。

・がけにひび割れが生じ

ているところ。

・がけの上部がせり出し

ているところ。

・がけから水がわき出し

たり、がけの表面を水

が流れているところ。

・小石がパラパラ落ちて

くる。

・斜面に割れ目ができる。

・斜面から水がわき出す。

地すべり

粘土層などのすべりやす

い地層を境に、その上に

ある土が滑り落ちる現象

です。

・地面に段差や亀裂が生

じているところ。

・樹木や電柱が傾きだし

たところ。

・地すべりは雨のほか、

融雪や地震によって引

き起こされることもあ

る。

・地面にひび割れができ

る。

・地面の一部が陥没した

り、隆起したりする。

・池や沼の水かさが急に

変わる。

・井戸の水がにごる。

こんなときは要注意！

大
雨
・
台
風
に
備
え
て

「注意報が出たら付近の状態を確認、
警報が出たらいつでも避難できる準備を」

←

6
月
に
あ
っ
た
訓
練
の
様
子
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職
種
及
び
採
用
予
定
人
数

一
般
事
務
職　

若
干
名

受
験
資
格

日
本
国
籍
を
有
す
る
者
で
、
昭

和
54
年
４
月
２
日
〜
平
成
３
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
者

受
付
期
間

７
月
22
日

（火）
〜
８
月
22
日

（金） 

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時　

（
※
土
・
日
曜
及
び
祝
日
を
除
く
）

受
験
手
続
き

▽
申
込
用
紙
の
請
求
：
申
込
用

紙
は
、
総
務
課
（
〒
731
‐
4292
熊

野
町
中
溝
一
丁
目
１
番
１
号
）

へ
請
求

※
郵
送
希
望
者
は
、
請
求
用

の
封
筒
の
表
に
「
受
験
案
内

請
求
」
と
朱
書
き
し
、
120
円

切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

（
Ａ
４
判
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
を
記
入
）
を
同
封

の
う
え
、
請
求
。

▽
提
出
書
類
・
申
込
先
：
申
込

書
を
記
入
し
、
総
務
課
へ
提
出

▽
受
験
票
の
交
付
：
後
日
送
付

▽
試
験
期
日
等
：
左
の
と
お
り

合
格
者
の
採
用
と
給
与

・
こ
の
試
験
に
基
づ
く
合
格
者

の
採
用
は
、
原
則
と
し
て
平

成
21
年
４
月
と
し
ま
す
。

・
給
与
は
、
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
に
基
づ
い
て
支
給

し
ま
す
。

E
総
務
課
E
820
‐
５
６
０
１

　

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
は
、
自
衛
官
な
ど
危
険
性
の
高
い
分

野
に
従
事
し
、
自
己
を
犠
牲
に
し
た
人
に
授
与
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

地
方
自
治
功
労
等
に
係
る
高
齢
者
叙
勲
は
、
長
年
に
わ
た
り
町

議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の
振
興
と
地
域
住
民
の
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
た
人
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。　

（
総
務
課
）

危険業務従事者叙勲地方自治功労等に係る高齢者叙勲

瑞
宝
双
光
章

桑
島
晴
宣
さ
ん
（
呉
地
）

61
歳　

防
衛

旭
日
単
光
章

槌
山
正
孝
さ
ん
（
平
谷
）

88
歳　

地
方
自
治

　昭和 41 年に海上自衛隊に入
隊後、35 年間数々の潜水艦を乗
り継いでこられ、指導者として
後輩の育成に務められました。
　今回の受章に際して、「私が
選ばれたのは、その功績が認め
ていただけたものと感謝します。
これも多くの方々の支えや、家
族、家内の多大な労のおかげだ
と感謝の念でいっぱいです。」
と話されました。

　昭和 54 年から平成３年まで
の 12 年間、熊野町議会議員と
して在職され、その間、広島・
熊野道路の建設や都市計画区域
の編入等に尽力され、その功績
が認められたものです。
　今回の受章に際して、「関係
者の皆さんのおかげで大変名誉
なものをいただきました。今後
も地域のために全力を尽くす所
存です。」と話されました。

第
10
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
、

地
方
自
治
功
労
等
に
係
る
高
齢
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
20
年
度
熊
野
町
職
員
募
集
試
験
実
施

区   分 期   日 場　　所 実施方法等

第 1 次

試 験

９月
21日(日)

広 島 修 道 大 学
（広島市安佐南
区大塚東 1-1-1）

広島県町村会に委託：
教養試験及び作文試験

第 2 次

試 験

11月
8日(土)
（予定）

熊野町役場
（予定）

第１次試験合格者対象
熊野町で実施：論文、面
接試験及び適正検査等

バ
ス
停
上
屋
を

寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　

平
谷
在
住
の
西
田
勝
さ

ん
か
ら
、
バ
ス
停
上
屋
を

熊
野
団
地
西
入
口
の
上
下

線
２
ヵ
所
に
寄
付
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
建
設
課
）

上り線側バス停上屋下り線側バス停上屋


